
情報基盤開発

管理職⽌まりのストレスチェック対策を卒業！
現場が動き出す「ボトムアップ型」職場環境改善の進め⽅

AI×マンガレポートで実現する実効性の⾼いアクションプラン策定ワークショップ

株式会社情報基盤開発 営業部⻑   村上 ⼤介



情報基盤開発
【こんなお悩みはありませんか？】

職場環境改善が「現場」まで届かない理由

現状（課題‧実態）

◆ 課題：閉じたマネジメント層
ストレスチェック結果報告会や改善プラン作成がマネー
ジャー層だけに閉じており、現場への展開が弱い

◆ 実態：上意下達の形骸化
上からの指⽰になりがちで、現場の当事者意識が芽⽣えず
形骸化している

理想（⽬指すべき姿）

✓ 現場主導の⾃律的な環境づくり
現場メンバー⾃⾝が議論し、⾃分たちのアクションプラ
ンを納得して決める環境づくり

当事者意識の醸成
⾃分ごととして捉えることで、形骸化を防ぎ、継続的なボトム
アップ改善が定着します。



情報基盤開発「AI作成 ソシキ改善アクションレポート」を活⽤した

現場参加型ワークショップ

アプローチ
現場のリアルな声（⾃由記述）をAIが解析し、職場ごとの実態に合わせたレポートとマンガを⾃動⽣成

特長 01

直感的
課題解決シナリオをマンガ化し、メンバーが⾃分事と
してイメージしやすい

特長 02

低負荷
司会進⾏⽤動画とワークシートを⽤意し、現場での開
催ハードルを⼤幅削減



情報基盤開発ストレスチェック時に2つの質問で「現場の実態」を可視化

質問1（現在の業務）
「今の職場において、普段どのような仕事をされて
いるか」

具体例：
● 製造ラインの不良低減‧治具⼯夫

● 新システムの業務適合性調査

● チケット管理システムでのアプリ開発 等

質問2（改善したい出来事）
「今の職場において、実際に遭遇した改善してほし
い出来事」

具体例：
● 緊急タスク時の⼿助け負担

● 商談時の無茶な要望対応

● 仮説検証中の不安‧停滞感 等



情報基盤開発動画×AIレポート（マンガ）を活⽤した対話と意思決定

STEP 1：個⼈ワーク

現状把握と特徴の理解

進⾏⽤動画を⾒ながら、⾃チームの
健康リスクや特徴を把握します。

STEP 2：ディスカッション

改善アイデアの検討

AIが提案する「マンガ付き改善アク
ション」をたたき台にディスカッ
ションを⾏います。

STEP 3：プラン合意

具体的計画の決定

ワークシートを使い、「いつ‧誰が
‧どんな⾏動をするか」具体的なア
クションプランを全員で合意しま
す。



情報基盤開発
本⼿法を導⼊する3つのメリット

メリット1：
議論の具体的な深まり
社員のリアルな回答を元にするため、
⾃職場の実態に合わせた現実的な対策
を議論できる

メリット2：
マンガ表現による⾼い伝
達⼒
抽象的になりがちな改善アクションを
直感的に捉えられ、チーム内の共通⾔
語化がスムーズ

メリット3：
ボトムアップ型の組織改
善が定着
⾃⾝で決めたプランだからこそ実効性
と納得感が⾼まり、⾃⾛する組織⾵⼟
が形成される



情報基盤開発

リリース前に「AI作成 ソシキ改善アクションレポート」を⼀⾜早くご体験可能

応募期間：
2026年9⽉10⽇（⽊）〜 2026年10⽉30⽇（⾦）

募集枠：
先着5社限定

内容：
開発中の「AI作成 ソシキ改善アクションレポート」を無償提供

対象条件：
弊社サービスをご利⽤中の企業様

費⽤：
レポート作成費⽤ 無償（※ストレスチェック実施⾃体は有償となり
ます）


